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論文レベルの利用統計の意味
• 機関リポジトリの運営主体としては必要
• コレクションの評価のための統計と別の次元
• 電子ジャーナルの利用統計ではタイトルレベ
 ルのOA・非OAの区別、あるいはバックファ
 イルの利用統計と同じように差分としての
 OA論文のダウンロード件数が必要
16
最後に
• 電子ジャーナルの利用統計の動向を見ると
 従来の図書館の業務やサービスが揺らいで
 いることが見えてくる
• 粒度の変化によって、有料・無料、メディア
 （図書、雑誌）、コレクションといった従来の
 概念についてとらえ直しが必要
